
   

   
  

テテーーママ  

触媒からリサイクルまで一貫した 

炭化水素ポリマー材料の開発 
From Catalysis to Recycling: Development of Hydrocarbon Polymer Materials  

 

講演者：広島大学大学院先進理工系科学研究科 
Graduate School of Advanced Science and Engineering, Hiroshima University  

准教授 田中 亮 氏 
Assoc. Prof. Ryo Tanaka  

 

日  時：令和８年１１月１２日（木）15：00～16：00 

場  所：マテリアルサイエンス研究棟４棟８階 中セミナー室 
 

 

 

   

   

   

      
 

 

 

 

 

 

 

お問合わせ先：教授 谷池 俊明 （E-mail：taniike@jaist.ac.jp） 

講演者略歴：  

 2008 年 3 月 東京大学大学院工学系研究科化学生命工学専攻修士課程修了 

2011 年 3 月 東京大学大学院工学系研究科化学生命工学専攻博士課程修了 

2010 年 4 月-2012 年 3 月 日本学術振興会特別研究員(DC2, PD) 

2012 年 6 月-2021 年 3 月 広島大学大学院工学系研究科助教 

2021 年 4 月- 広島大学大学院先進理工系科学研究科 准教授(現職) 

2022 年 10 月-2027 年 3 月 国立研究開発法人科学技術振興機構  

JST さきがけ研究員 
 

第第第１１１３３３回回回研研研究究究科科科セセセミミミナナナーーー（（（物物物質質質化化化学学学フフフロロロンンンテテティィィアアア研研研究究究領領領域域域）））   

講演要旨： 

21 世紀を生きる人類にとって、炭素資源の循環利用は、持続的に発展可能な社会

の実現に向けた最大の課題の一つである。特に、現在大量の化石燃料を消費して生産

されている、プラスチックやゴム材料を資源循環のサイクルに組み込むことは極めて重要

な課題である。講演者は最近、ポリオレフィンやポリ共役ジエンなどの炭化水素ポリマー

を対象に、効率的・選択的な反応や特殊構造の合成を可能とする触媒開発から、物性

向上やリサイクルを可能とする材料設計まで、資源循環を見据えた研究を展開してい

る。本講演ではこれらの成果を紹介するとともに、今後の展望について述べる。 


